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市館 山
食
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

館
山
産
ジ
ビ
エ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

館
山
市
は
、
近
海
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
魚
介

類
は
も
と
よ
り
、
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
多
彩
な
農

産
物
が
入
手
で
き
る
ま
さ
に
食
材
の
宝
庫
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
豊
か
な
自
然
や
都
心
に
近
い
立
地
条
件
を

活
か
し
、
古
く
か
ら
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
互
い
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
が
地
域
の
魅
力
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と

の
考
え
か
ら
、
地
域
の
一
次
産
業
と
二
次
・
三
次
産
業

を
「
地
産
地
消
」
で
結
び
つ
け
る
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
こ
と
で
産
業
振
興
と
市
民
の
健
康
増
進
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
こ
の
「
食
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
践
し
広
く
普
及
す
る
た
め
に
、
道
の
駅
機
能

を
持
つ
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
」
整
備
に
邁
進
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
家
を
苦
し
め
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
等
の

有
害
鳥
獣
を
「
食
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
有
効
な

地
域
資
源
と
し
て
捉
え

直
し
、
捕
獲
や
加
工

技
術
の
向
上
に
よ
る

捕
獲
環
境
の
強
化
と

品
質
の
向
上
に
よ
る

館
山
産
ジ
ビ
エ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し

て
「
ジ
ビ
エ
処
理
加
工

施
設
」
の
整
備
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

波
静
か
で
別
名
「
鏡
ケ
浦
」
と
呼
ば
れ
る
館
山
湾
と

黒
潮
踊
る
太
平
洋
に
面
し
、
34
・
3
㎞
に
及
ぶ
変
化
に

富
ん
だ
海
岸
線
を
持
つ
館
山
市
は
、
サ
ン
ゴ
や
ウ
ミ
ホ

タ
ル
の
生
息
域
と
し
て
貴
重
な
海
洋
資
源
を
有
し
て
お

り
、
長
さ
5
0
0
ｍ
と
桟
橋
形
式
と
し
て
は
日
本
最

長
で
、
四
季
を
通
し
て
様
々
な
船
舶
が
着
岸
す
る
「
館

山
夕
日
桟
橋
」
と
「
さ
か
な
ク
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
あ

る
「
渚
の
駅
た
て
や
ま
」
を
中
心
に
「
海
」
の
魅
力
を

活
か
し
た
観
光
振
興
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
温
暖
な
気
候
と
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と

で
育
て
ら
れ
た
農
産
物
や
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど
、「
食
」

の
豊
か
さ
は
地
域
の
宝
で
あ
り
、「
房
州
い
ち
ご
」「
神か
ん

戸べ

レ
タ
ス
」「
房
州
枇
杷
」「
房
州
鮨
」
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
農
水
産
物
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

館
山
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
磨
く
こ
と
に

加
え
、
館
山
市
の
将
来
を
担
う
「
若
者
」
が
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
に
就
き
、
安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育

「
市
街
地
循
環
バ
ス
」
実
証
運
行
開
始

～
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
に
向
け
て
～

　

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

で
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
公

共
交
通
網
を
構
築
す
る
た

め
、令
和
2
年
3
月
に
『
館

山
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
の
過
程
で
実
施
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
座

談
会
に
お
い
て
「
駅
ま
で
来

て
も
そ
の
先
の
目
的
地
に
行

け
な
い
」「
市
役
所
に
行
く
バ
ス
路
線
が
無
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
計
画
で
重
点
的
に

取
り
組
む
分
野
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
「
市
街
地
の
回

遊
性
向
上
」
に
資
す
る
事
業
と
し
て
、
令
和
3
年
1

月
5
日
か
ら
3
月
5
日
ま
で
の
60
日
間
に
わ
た
り

「
市
街
地
循
環
バ
ス
」
の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
館
山
駅
を
中
心
と
す
る
半
径
2
㎞
圏
内
を
巡

る
南
と
北
の
ル
ー
ト
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
計
回
り
・
反

時
計
回
り
で
一
日
あ
た
り
34
便
運
行
し
て
お
り
、
利
用

者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
運
行
し
て
欲
し
い
」

「
気
軽
に
ま
ち
を
巡
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し

い
」
な
ど
、
嬉
し
い
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
近
隣
自
治
体
や
公
共
交
通
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
既
存
の
公
共
交
通
網
の
有
効
活
用
と
こ
れ
ら
を

補
完
す
る
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
接
続
な
ど
に
よ

り
、
市
民
や
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
広
域
的
か
つ

一
体
的
な
公
共
交
通
網
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

て
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
市
民
の
「
ふ
る
さ
と
館
山
」
に
対
す
る
誇
り

や
郷
土
愛
、
地
域
の
支
え
合
い
を
育
む
こ
と
で
、
第
４

次
館
山
市
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る 

自
然
豊
か
な
＂あ
っ
た
か 

ふ
る
さ
と
＂
館
山
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
か
ら
令
和
7
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
で

は
、
前
期
基
本
計
画
に
続
き
「
海
の
魅
力
」「
食
の
豊

か
さ
」「
若
者
の
元
気
」「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
」
の
4
つ

の
重
点
プ
ラ
ン
を
設
定
し
、
分
野
横
断
的
か
つ
重
点
的

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
、
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
災
害
に
も
強
い
安
全
・

安
心
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に

代
表
さ
れ
る
様
々
な
課
題
に
加
え
、
S
D
G
s
や

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0 

、
関
係
人
口
の
創
出
や
多
文

化
共
生
の
推
進
、
広
域
連
携
の
充
実
と
い
っ
た
新
た
な

時
代
の
潮
流
へ
対
応
も
必
要
で
す
。

　

個
性
と
多
様
性
を
尊
重
し
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
安

全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

各
分
野
の
施
策
の
連
携
・
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
戦
略
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

『
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
』
の
締
結
と

『
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
策
定

　

令
和
２
年
７
月
、
館
山
市
は
南
房
総
市
と
『
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
地
方
に
お
い
て
「
東
京
圏
へ

の
人
口
の
流
失
防
止
」、「
分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
社

会
空
間
の
形
成
」、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
多
様
な

選
択
肢
の
提
供
」
を
目
的
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
目
指
し
、
中
心
市
と
近
隣
自
治
体
が
連
携
・
役
割

分
担
を
し
て
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
の
生
活
に
必

要
な
都
市
機
能
（
民
間
機
能
・
行
政
機
能
）
を
確
保
し
、

定
住
の
受
け
皿
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
県
内
で

は
、
旭
市
に
次
ぐ
2
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
審
議
会
組
織
を
設
置
し
、
圏
域
の
将
来
像

や
推
進
す
る
具
体
的
な
取
組
内
容
を
記
載
し
た
『
定
住

自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
』
を

策
定
し
、
圏

域
が
抱
え
る

共
通
課
題
への

対
応
や
圏
域

市
民
へ
の
さ
ら

な
る
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
魅

力
あ
る
圏
域

づ
く
り
の
た

め
、
南
房
総

市
と
連
携
し

事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

人
口
世
帯
数

人

人

人

世帯

45,710
22,132
23,578
23,156
2021年2月1日現在

市役所/〒294-8601　千葉県館山市北条1145-1　TEL/0470-22-3111（代表）
ホームページアドレス　http://www.city.tateyama.chiba.jp館山市データ

人 口

男

女

世 帯

性

性

市章
「タ」「テ」を左右に、「山」を中央に配して
図案化したもので、円形は気候風土おおらか
な楽土を表している。
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館山市長　金丸　謙一

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

自
然
豊
か
な“

あ
っ
た
か 

ふ
る
さ
と＂
館
山
」の
実
現
に
向
け
て

■食のまちづくり拠点施設建設用地

■定住自立圏形成協定

■市街地循環バス
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